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IMS Caliper での蓄積 



トップダウン・ボトムアップによる 
学びの観測  



単一大学では密度の高いデータを 
観測不可な教育学習活動のデータ空間  
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大学教育ビッグデータの共同利用 
による主体的学習者の観測・学習支援 
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大学教育ビッグサイエンス 
大規模共同観測に基づいた多様な主体的学習者の理解の推進 

授業での学び 学びの到達度 LMSでの学び 

授業時間外 
（数日〜1週間） 

学期 
（数ヶ月） 

授業時間内 
（瞬時） 

学びの認証 

教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
（数年） 

情報科学 
数理モデル 統計的パタン理解 データ連携 可視化支援 

大規模計算・集積基盤 

主体的 
学習者 

京都大学 
F大学 A大学 

B大学 E道大学 

D大学 C大学 

初等教育 
中等教育 

生涯教育 
生涯学習 

展開 展開 

梶田将司, ``Sakaiを通じて考える大学教育ビッグサイエンスの可能性'', Vol.2014-CLE-14, No.1, pp.1-6, 情報処理学会第14回CLE研究発表会 


	クラウド化とBYOD化がもたらす�教育学習環境の変容
	スライド番号 2
	次期教育学習支援環境
	レイヤー的観点
	教育の情報化ロードマップ（イメージ）
	NMN Horizon Report�2014 Higher Education Edition
	スライド番号 7
	教育学習支援情報環境
	スライド番号 9
	トップダウン・ボトムアップによる�学びの観測 
	単一大学では密度の高いデータを�観測不可な教育学習活動のデータ空間 
	学びの大規模共同観測装置
	大学教育ビッグサイエンス基盤
	大学教育ビッグデータの共同利用�による主体的学習者の観測・学習支援
	スライド番号 15

